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『
ほ
う
ふ
日
報
』
よ
り　
　

　

一
、
中
高
生
に
人
気
の
ジ
ャ
ン
ル
の
現
状
語
る

　

山
口
大
学
人
文
学
部
小
講
義
室
で
二
〇
〇
七
年
十
二
月
一
日
、
第
二
十
二
回

山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
研
究
懇
話
会
が
行
わ
れ
、
同
学
部
卒
業
生

の
小
説
家
、
あ
ざ
の
耕
平
さ
ん
が
標
題
の
講
演
を
し
た
。
ま
た
、
懇
話
会
で
は

最
初
に
あ
ざ
の
さ
ん
の
指
導
教
官
だ
っ
た
人
文
学
部
の
平
野
芳
信
教
授
が
「
文

学
の
行
方
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
行
方
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

　

あ
ざ
の
さ
ん
は
徳
島
県
出
身
。
山
口
大
学
在
学
中
は
吹
奏
楽
部
で
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
を
担
当
。
文
芸
サ
ー
ク
ル
に
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
小
説
を
書
い
て
い

る
こ
と
を
友
人
に
告
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
応
募
し
た
小
説
が
賞
の
選
考

に
残
り
、
大
学
を
卒
業
し
た
翌
年
の
平
成
十
一
年
小
説
家
デ
ビ
ュ
ー
。
就
職
し

た
東
京
の
書
籍
取
次
会
社
と
二
足
の
わ
ら
じ
を
は
く
生
活
を
送
っ
た
。一
昨
年
、

代
表
作
の
『
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ　

Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｄ　

Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
（
Ｂ
Ｂ
Ｂ
）』

（
富
士
見
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
文
庫
）
が
ア
ニ
メ
化
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
昨
年

五
月
か
ら
小
説
家
専
業
と
な
っ
た
。

　

あ
ざ
の
さ
ん
の
講
演
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
（
ラ
ノ
ベ
）
は
、

そ
の
定
義
が
未
だ
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
中
高
校
生
を
主
な
対
象
に
し
た
、
ま

ん
が
や
ア
ニ
メ
の
よ
う
な
イ
ラ
ス
ト
を
あ
し
ら
っ
た
小
説
の
レ
ー
ベ
ル
の
総
称

と
言
え
る
。

　

講
演
の
中
で
あ
ざ
の
さ
ん
が「
イ
ラ
ス
ト
で
売
上
げ
が
左
右
さ
れ
る
」と『
Ｂ

Ｂ
Ｂ
』
で
実
績
の
あ
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
草
河
遊
也
さ
ん
が
挿
画
を
担
当

す
る
ま
で
の
逸
話
を
強
調
し
て
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ラ
ノ
ベ
で
は
イ
ラ
ス
ト
が

小
説
の
中
で
非
常
に
大
き
な
要
素
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
作
品
は

た
い
て
い
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
、
短
期
間
の
う
ち
に
続
編
が
出
る
た
め
、
作
品
の

展
開
が
読
者
の
声
の
影
響
を
受
け
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
連
載
漫
画
に
も

近
い
形
態
の
ジ
ャ
ン
ル
と
言
え
る
。

　
『
Ｂ
Ｂ
Ｂ
』
と
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
『
赤
と
黒
』
の
類
似
を
指
摘
し
た
平
野
教
授

は
講
演
の
中
で
「
ラ
ノ
ベ
は
会
話
が
命
」
と
い
う
あ
ざ
の
さ
ん
の
言
葉
に
江
戸

文
学
の
滑
稽
本
か
ら
の
系
譜
を
指
摘
し
、
文
学
の
中
で
の
私
の
あ
り
か
や
リ
ア

リ
ズ
ム
の
歴
史
で
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

二
、
メ
デ
ィ
ア
変
化
で
ゲ
ー
ム
的
リ
ア
リ
ズ
ム
生
成

　

評
論
家
、
大
塚
英
志
の
『
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
小
説
の
作
り
方
』（
講
談
社
現
代

新
書
・
角
川
文
庫
）
や
東
浩
紀
『
ゲ
ー
ム
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
誕
生
』（
講
談
社

現
代
新
書
）
で
の
議
論
に
見
え
る
よ
う
に
、
ラ
ノ
ベ
に
代
表
さ
れ
る
最
近
の
若

年
者
向
け
作
品
で
は
「
自
然
主
義
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
の
よ
う
な
私
は
語
ら
れ
な

い
。
諸
々
の
作
品
に
何
度
も
引
用
さ
れ
残
っ
て
き
た
、
例
え
ば
「
長
身
痩
躯
の
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吸
血
鬼
」
の
よ
う
な
定
型
の
組
み
合
わ
せ
で
で
き
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー（
キ
ャ
ラ
）

に
私
が
宿
る
こ
と
に
な
る
。

　

更
に
、
キ
ャ
ラ
が
次
々
と
別
作
品
で
引
用
さ
れ
る
現
在
の
状
況
で
は
、
作
品

の
効
果
が
作
品
内
で
完
結
し
て
い
た
従
来
と
比
べ
、
作
品
の
特
徴
が
読
解
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
い
う
別
の
階
層
に
組
み
込
ま
れ
、
作
品
を
超
え
て
影
響
を
及

ぼ
す
傾
向
が
あ
る
。

　

平
野
教
授
は
、東
が
『
ゲ
ー
ム
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
誕
生
』
で
提
唱
す
る
「
ゲ
ー

ム
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
に
着
目
、
リ
セ
ッ
ト
や
ル
ー
プ
を
繰
り
返
し
、
様
々
な
結

末
を
辿
る
こ
と
で
物
語
の
全
体
像
を
把
握
す
る
ゲ
ー
ム
的
な
物
語
が
既
に
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
に
も
現
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
は
、
従
来
批
判
さ
れ
て
い

た
よ
う
に
死
の
重
み
が
薄
い
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
人
物
Ａ
と
Ｂ
の
救
出
が

両
立
し
な
い
よ
う
な
一
回
性
の
な
か
で
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
の
選
択
の
痛
み

や
、
複
数
回
の
死
の
痛
み
を
感
じ
る
、
今
ま
で
な
か
っ
た
ゲ
ー
ム
的
リ
ア
リ
ズ

ム
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
。

　

メ
デ
ィ
ア
の
変
遷
に
よ
る
現
象
で
も
あ
る
ゲ
ー
ム
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
よ
る
他

の
文
芸
作
品
の
読
解
の
可
能
性
と
し
て
、
村
上
春
樹
『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド

ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』（
一
九
八
五
年
）
と
、
そ
れ
以
前
に
書
か
れ

失
敗
作
と
し
て
封
印
さ
れ
た
、
同
じ
構
造
で
結
末
だ
け
違
う
「
街
と
、
そ
の
不

確
か
な
壁
」（
八
〇
年
）
の
例
を
平
野
教
授
は
挙
げ
た
。
象
徴
的
な
出
来
事
と

し
て
、
二
作
品
の
発
表
の
こ
ろ
、
作
品
の
一
回
性
を
失
わ
せ
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ

る
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
普
及
や
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
を
一
般
的
な
も
の
に
し
た
フ
ァ
ミ
コ

ン
の
登
場
（
八
三
年
）
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
。

　

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
作
家
と
し
て
ユ
ー
ザ
ー
の
求
め
る
物
語
を
描
く
よ

う
徹
し
て
き
た
と
い
う
あ
ざ
の
さ
ん
は
現
在
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
状
況
に
つ
い

て
「
昔
の
よ
う
な
メ
ガ
ヒ
ッ
ト
が
少
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
定
義
が
な
ん
だ
と

言
っ
て
い
る
時
点
で
衰
退
し
て
い
る
か
も
」
と
し
な
が
ら
、「
レ
ー
ベ
ル
や
賞

の
数
が
増
え
、
デ
ビ
ュ
ー
し
や
す
く
な
っ
た
。
作
家
に
な
り
た
い
人
は
ま
ず
書

い
て
作
品
を
人
に
見
せ
る
こ
と
」
と
後
進
を
激
励
し
て
い
た
。
ま
た
、
集
ま
っ

た
フ
ァ
ン
の
質
問
に
も
快
く
答
え
て
い
た
。

 

﹇
付
記
﹈ 

以
上
の
内
容
は
、『
ほ
う
ふ
日
報
』
二
〇
〇
八
年
二
月
二
十
六
日
と

二
十
七
日
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
同
紙
記
者
縄
田
陽
介
氏
の
ご
好
意

に
よ
り
文
章
を
整
え
て
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
左
の
写
真
も
同

氏
よ
り
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
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